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月 申請書（議案）
〆切日

10月分 （受付終了）

11月分 10月25日（水）

12月分 11月27日（月）

１月分 12月25日（月）

農家相談日

10月24日（火）

11月28日（火）

12月26日（火）

電子申請をご活用ください電子申請をご活用ください
　農業委員会への
申請・届出（一部）等
が、インターネット
上で行えます。

農地を
相続した

農地を
貸したい
売りたい

農地を
借りたい
買いたい

その他
ご相談

農地法関係
申請書案（等）
（売買、転用）

「菜種」への
投稿

ご不明な点は農業委員会事務局までお問合せください。

➡「北栄町」を選択
➡希望項目を選択し、入力フォームへ

とっとり電子申請サービス　北栄町 でネット検索

【時間】
13時30分～15時

【場所】
北栄町役場 大栄庁舎

いいだファーム　代表　飯
いい

田
だ

 鈴
すず

子
こ抗酸化作用豊富な黒い果実

　平成23年、当時の鳥取大学教授
によるブラックベリーの講義を聞
き、強く心を打たれました。北栄
町の土壌が栽培に適していること、
女性やお年寄りでも扱いやすく、
小規模農家でも栽培がしやすいと
いう利点から実証事業を立ち上げ、
平成27年に「いいだファーム」を
始めました。
　農薬・化学肥料を使用せず有機

肥料だけで栽培し、毎年、鳥取県
の特別栽培農産物として登録・認
証されています。７月からの収穫
期には、農福連携で「あゆみの郷」
から５名程お手伝いに来ていただ
いています。
　加工品は果実本来の酸味を活か
し、“水で薄めず食品添加物を使用
しない”ことにこだわりました。
ジュース、ジャム、冷凍果実など

があります。
　北栄町での栽培農家は現在１戸。
ともに栽培してくださる仲間を募
集中です。 （文　田村 美智恵）

（写真　安田 千秋）

▲いいだファーム ホームページ

いいだファーム
☎22-7720

問い合わせ

農家
相談

ブラックベリーの花ブラックベリーの花

ブラックベリーの実ブラックベリーの実 あゆみの郷から収穫のお手伝いあゆみの郷から収穫のお手伝い



2 北栄町農業委員会だより「菜種」第56号

被害の拡大防止のために被害の拡大防止のために
　秋　秋のの耕耕

こうこ う

耘耘
う んう ん

ををしましょう！しましょう！
★翌年発生する越冬固体を減らす。
　＊�殻を傷つけて殺貝、土中の貝を掘り起こし凍死させる効果。耕耘方法

◆丁寧にしっかり砕く！（回転数は高速回転、走行速度は遅めに）
◆深さは浅めに耕す！（10㎝程度）
◆畔

あ ぜ

際
ぎ わ

ギリギリまで耕耘する！（貝は畔際や入水口、排水口近辺に多い）

気をつけること
◆発生地区から未発生地区に農業機械を移動させる際は、足回りを徹底的に洗浄する！

◀北栄町ホームページ
　防ごう！
　ジャンボタニシ

３年ぶりにジャンボタニシの被害が多発！
特に被害の多かった下神と瀬戸の水田組合に取材をしました。～秋の対策について～～秋の対策について～

ジャンボタニシ被害が発生ジャンボタニシ被害が発生

　下神地区水田生産
組合では昨年は被害
が少なかったもの
の、今年は多くの被
害が発生していま
す。被害が多発した
要因は、冬の気温が
高かったことや水田の水量が多かったことが考え
られます。対策として、秋・冬場の耕耘や田植え
時の粒剤散布、田の水管理を発生が多かった水田
では徹底していただきたいと思います。
� （取材・文　石井 通人）

ジャンボタニシの集団

下神被害状況
　農事組合法人瀬戸では、３
年前に１カ所の水田に少し被
害がありました。他の水田へ
の侵入を防ぐために給水口に
網を張ると、その後２年間は
被害がありませんでした。
　今年はジャンボタニシが少
ないと思ったので、給水口ネットの設置を止めたところ、
３年前と同じ水田と 100 ｍ離れた２カ所（約１ha）、計３
カ所の水田に被害が発生しました。70 ａほど植え直しを
し、畔から捕れるタニシや卵は処分しました。冬には本格
的な対策を考えています。� （取材・文　安田 千秋）

手前の苗はすべて食害に

瀬戸被害状況

油断大敵油断大敵

（文　一二三 満雄）

　
「
日
本
海
の
碧あ

お
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き
れ
い
！
」

「
蛍
だ
！
ど
こ
が
光
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て
い
る
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？
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ス
イ
カ
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高
く
て

あ
ま
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べ
ま
せ
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」…
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。�

６
月
に
修
学
旅
行
で
我
が
家
に

宿
泊
し
た
、
大
阪
府
八
尾
市
の

中
学
生
の
言
葉
で
す
。

　

４
人
の
生
徒
達
が
一
泊
し
、
田
植
え
や
ス
イ
カ
の
収
穫
な
ど
を

体
験
し
ま
し
た
。
生
徒
達
の
楽
し
そ
う
な
笑
顔
や
驚
き
の
言
葉
は
、

私
に
地
元
へ
の
様
々
な
気
付
き
と
活
動
へ
の
元
気
を
与
え
て
く
れ

ま
す
。

　

農
家
民
泊
の
受
入
れ
窓
口
は
、
北
栄
町
農
家
民
泊
推
進
協
議
会

で
す
。
消
費
者
に
、
農
業
や
自
然
環
境
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
こ
と
、
自
ら
が
地
域
に
誇
り
と
愛
着
を
持
て
る
こ
と
を
目
指
し

て
、
平
成
30
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
達
を
受
け
入
れ
る
会
員
を
現
状
の
12
名
か
ら
50
名
程
度
に

増
や
す
よ
う
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
関
心
の
あ
る
方
は
、

役
場
観
光
交
流
課
☎
37
―
３
１
５
８
へ
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
写
真
・
文　

安
田 

知
章
）

農
家
民
泊
の
勧
め

田植え体験もしました
田植え体験もしました

大きなスイカを収穫！
大きなスイカを収穫！
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　大谷の専業農家で生まれ育った真由美さん
は、３年前に就農。その後、結婚を機に２年
前に就農した浩司さんと共に、家族４人で、
スイカ、ミニトマト、ほうれん草を栽培して
います。ご夫婦でプリモレッドというメロン
栽培（２棟）を任され、「農業が楽しい」と
笑顔で答えてくれました。

　地元の知人に栽培の相談をしたり、指導会
にも参加しながら栽培しています。これから
が正念場になるお二人。地元でのつながりを
広げ、尊敬するお母さんの元で経験を積み、
仲間と学びながら、一人前の農家として活躍
されることを期待しています。
� （取材・文　杉川 一二美）

　就農２年目になる濵口さんは現在、妻波で
スイカ43ａ、メロン25ａを栽培しています。
　農業を始めるきっかけは、畜産の仕事をし
ていた時「空いている畑あるよ」と声をかけ
られたことでした。『地域を支える一人にな
りたい』という思いも叶えられると考え、迷

いなく決断しました。
　スイカの秀品率が高い時は、嬉しくやりが
いも感じる。ロス１割以内を継続しつつ技術の
向上を目指すことと、栽培技術の継承が出来
る人材育成に取り組みたいと笑顔の裏に強い
思いを感じました。�（取材・文　山根 宜弘）

頑張る期待の担い手を紹介します。頑張る期待の担い手を紹介します。イイね　　イイね　　担担
になに な

いい手手
てて

一人前になって、夫婦で増反できる農家をめざす
 森本　浩

こう
司
じ

さん（44歳）真
ま

由
ゆ

美
み

さん（42歳）（大谷）

地域を支える一人にオレはなる！ 濵
はま

口
ぐち

　靖
やす

志
し

さん（妻波・32歳）

ミニトマトも忙しくなりますミニトマトも忙しくなります

暑さに負けずに育つ暑さに負けずに育つ
プリモレッド（メロン）プリモレッド（メロン）

　妻波地区を毎年調査していますが、10
年前より遊休農地が減少傾向になっていま
す。地区外からの参入、新規就農者、親元
就農者がこの10年で何人も増え、空き農地
を管理・維持していただいています。

　しかし、今後更に10年先を
見据えると遊休農地は増えて
いくのではないかと思ってい
ます。ハウスの増大により、
露地畑の維持が出来なくなる
ことを心配しています。何か良い解決策を求
められることになると思いますが、糸口を見
つけて維持していく所存です。

　他市町村では農業委員会の改選が
あり、女性委員は県内全域で９名増
え46名になりました。委員全体の
女性の比率は15％を越え、全国平
均を上回りました。
　研修会での注目は、鳥取市の山本
暁
あき

子
こ

委員の「eMAFF 農地ナビ※活
用」の事例発表でした。今後の活動に活かしていけるの
が楽しみです。女性委員同士がつながりを持ち、一人一
人の得意分野を活かしながら、自信を持って活動してい
きたいと思います。
　※eMAFF農地ナビ……�スマホやパソコンから確認できる農

地情報のこと。
� （写真・文　杉川 一二美）

農業
委員会
活動3

農業
委員会
活動1

農業
委員会
活動2

　北尾・下神地区の調査を行い、耕作されな
い農地や管理不足の農地が増えていると思い
ました。農業の規模拡大より、現状維持、あ
るいは縮小される耕作者が多くなったと思わ
れます。
　無料で農地を譲りたいが受け
られる人がいないということが、
見受けられるようになりました。
農地の大小や条件の良否に関係
なく不耕作地になることがあり
ます。

　農業に関する対策が策定されています。ひとつ
でも多く実行に移すことが大事になっています。

　高千穂では１
月から、これからの地域・
農地を守るための話し合
いを重ねてきました。全
戸で18戸の高千穂は、北
栄町で一番高齢化率が高
く、農業後継者がいませ
ん。県や町、農業委員会
が会を進行し、地域住民が主体となって地域の農地を
地域全体の問題として考え「地域計画」を立てていき�
ます。
　農地を農地としてどう次の時代につなげていくか、思っ
ていることを話し合っています。住民（農地所有者）が個々
に動くことも大事ですが、意欲ある農業者（外部）が参入
してくれることに期待しています。そのために住民はどう
したらいいかを、これからも考えていきます。
� （文　盛山 由紀子）

eMAFF農地ナビの
発表をする山本委員

タブレットを使用しての調査

森本　壮一
（北尾・下神担当）

山下　正美
（妻波担当）

８月に町内全域農地の一斉調査を行いました。
調査を終えた委員２名の感想を紹介します。農地利用状況調査を終えて農地利用状況調査を終えて

高千穂の農地を考える会高千穂の農地を考える会 鳥取県農業委員会女性協議会鳥取県農業委員会女性協議会
　総会・研修会�　総会・研修会� 於　水明荘於　水明荘8/258/25



4 北栄町農業委員会だより「菜種」第56号

空き農地情報バンク 売買、賃借に至らな
かった農地につい
て、買い手・借り手
を探しています。

《売りたい・貸したい》
№ 農地の所在 地目 面積（ａ）
1 六尾ドブケ394（賃借） 田 23
2 由良宿久米屋開1451（売買） 畑 18
3 瀬戸向田127-1（売買） 田 12
4 下神東庚申松1146-5(売買・賃借) 畑 10
5 由良宿向新田1234-4(賃借) 畑 26
6 江北上発原449(売買) 田 29
7 江北上虻谷3841(売買・賃借) 畑 19
8 瀬戸向田137-1(売買) 田 14

ク イ ズ

　応募箱に備え付けの応募用紙、ハガキ等またはメー
ル本文に○に入るクイズの答えと住所・氏名・年齢・
電話番号・「菜種」へのご意見、ご感想を書いて、郵送、
持参、メール、応募フォーム（右下 QR コード読み取り）
で応募してください。ただし、応募は町内在住者で１
世帯につき１通に限ります。
・応募箱は、北栄町図書館本館・北条分室に置いています。
・当選者には電話にてご連絡します。
・賞品の受け渡し場所は、農業委員会事務局です。
応募期限：令和 5 年 10 月 31 日（火）（当日消印有効）
郵　送　先：〒689-2292 東伯郡北栄町由良宿423-1
　　　　　農業委員会事務局「農業委員会クイズ係」
メールアドレス：nougyouiinkai@e-hokuei.net

前回の正解は  ラ  ブ  タッチ でした

稲の苗を食いあらす貝の名前は？
答え ジャンボ○○○

（ヒントは２ページをご覧ください）

応募フォーム

（3名様）

黒にんにく
「元気のたねこ」２種
フルーティ

な

　台風、大雨、洪水、干ばつと日本列島
にさまざまな被害をもたらした猛暑の夏

でしたが、幸いにも北栄町では台風による大きな被害
はなく、秋の味覚を次々と楽しめています。
　北栄町には、こだわりと自信を持ってより良い物を

届けようとする農家さんがたくさんおられます。広報
誌「菜種」では、そんな農家さんの応援と、人と食と
農のつながり、そして農業委員会活動などを取り上げ
ています。今後とも「菜種」のご愛読お願いします。
次号は１月発行予定です。� （文　田村 美智恵）

広報委員／杉川 一二美・石井 通人・山根 宜弘・田村 美智恵・松村 雅弘・安田 千秋・池本 博史・一二三 満雄

編集後記

リアル農業男子リアル農業男子 作・絵　すいかのたねこ作・絵　すいかのたねこ
1 2

3 4

親子で農業者年金に加入しています親子で農業者年金に加入しています
■受給者・加入者の声
　今年経営移譲して年金の
受け取りが始まり、楽しみに
しています。� （幹雄さん）
　就農して間もなく、農業者
年金に加入してもうすぐ10年
になります。� （威公久さん）
■年金の仕組みとメリット
・�農業者の老後の収入は国
民年金＋農業者年金が基本です
・�農業者年金の加入には、農地の権利名義はいりません
・�保険料の全額が社会保険料控除の対象となり大きな
節税効果を得られます
・�保険料は２万円～６万７千円まで(千円単位)加入者
が自由に選択できます(35歳未満の方は条件付きで
１万円～)� （文　田村 美智恵）

詳しくはお近くの農業委員または農業委員会☎37-3135まで

（写真左から）

田村 幹
みき

雄
お

さん（65）
　　 威

い
公
く

久
ひさ

さん（42） （米里）

経営とくらしに役立つ農業総合専門紙

●毎週金曜日発行
●購読料　月700円（税込・送料込）
●農業の最新情報をわかりやすく解説
●家族全員が楽しめる記事も掲載
～購読のお申込みは農業委員会まで～

▲あぐりオンライン
 （全国農業新聞電子版）

購読してみませんか？


